
支 所 経 営 方 針 平成２４年度 
薩摩川内市 

支所名 祁答院支所 支所長名 徳丸 幸男  

 
支所の 

経営資源
構成人員

 職員 嘱託 計 

    
計 ３０人 １３人 ４３人 

 

①支所の使命

（組織の存在価値） 

支所は、地域住民に親しまれ、信頼され、身近に感じられる

ような存在であるべきことから、以下のことを支所の使命と

する。 

⑴ スピーディで質の高い公共サービスを提供すること。 

⑵ 市民との協働・参画で地域力の向上を目指すこと。 

⑶ 安全・安心の地域社会の形成を図ること。 

⑷ 本庁との連携を密にし、潤滑な事務事業を遂行すること。

⑸ 組織機構再編の方針に基づき、住民サービス維持のため

の仕組みづくり。 

②組織目標像 

【支所の目標像】 

⑴ 窓口での対応は市民に分かりやすく、要望については速やかな

解決に向けた対応を図る。 

⑵ 各地区コミと連携しながら、情報の共有化を図り地域活性化を

目指す。 

⑶ 地域一体となった関係機関との連携を図りながら、安心安全に

努める。 

⑷ 本庁関係機関と密に情報を共有し、市民サービスの向上に努め

る。 

⑸ 支所再編に伴う、市民サービスの低下を招かないよう事前協議

や各課での組織再編作りに努める。 

平成２４年度の重点事項と目標達成に向けた主な取組内容 

③重点事項 ④具体的な成果目標（めざそう値） ⑤具体的な取組内容 ⑥進捗状況（年度中間） ⑧年度末の達成状況 

共生・協働の推進 

【市民生活課】 

⑴ 地区コミ協会長連絡会及びコミ

主事研修会の定期的な開催    

① 地区コミ協会長連絡会(年６回)及

び主事連絡会(隔月)の開催 

② ５地区コミＨＰ登載への支援 

③ Ｈ２５支所廃止に伴う従来の支所

長出席会合へのＳＣ長対応協議 

○

 

 

○

 

×

① 5・7・9月に会長連絡会

議及び4・6・8月に主事

連絡会議を開催 

② 5地区コミ主事研修会 

を含めHP登載済 

③ 支所再編については、

25 年度以降となるもの

で、協議無し 

  

安心安全な地域づく

り 

【市民生活課】 

【産業建設課】 

 

⑴ 災害に強い地域づくり及び防 

災意識の向上     

 

① 大村地区コミ及び轟地区コミ合同

による防災訓練の実施 

② 自主防災組織の未結成５自治会へ

の促進 

×

 

 

×

① 県の原子力防災訓練と

当初計画していた時期

と重なり、日程調整中 

② 消防分署とタイアップ

しながら、促進を図った

が、新規結成には至らな
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    かった。   

⑵ 子供や高齢者が暮らしやすい美

しいまちづくり 

① 防災行政無線や支所広報紙「祁答 

 院支所からのお知らせ」による的確

な広報の実施 

② 交通安全教育の実施 

  (幼稚園・高齢者教育開催) 

③ ゴミ分別変更に伴う説明会開催 

④ ゴ－ルド集落（黒木地区：矢立、 

中、上手地区：滝聞）への支援及び

該当地区コミュニティ協議会との

連携 

⑤ 市内横断シャトルバスの利用促  

 進 

⑥ 市有地の払い下げ推進 

⑦ 民生委員・主任児童委員による学

校訪問を実施、児童・生徒達が安心

して学校へ通える支援を行う。 

○

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

×

 

 

○

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

△

 

○

① 防災行政無線広報 

89回(内子供、高齢者向

け14回) 

祁答院支所からのお知

らせ  9回発行 

② 祁答院幼稚園28名 

黒木小学校  32名 

黒木地区高齢者クラブ

32名 

轟地区高齢者クラブ 

      38名 

延べ４回開催 

③ 10月30日～11月5日

の間に各地区コミごと

に開催予定 

④ 2地区コミと3自治会 

の補助金申請事務及び

業務支援を図った 

⑤ 利用者数（８月末） 

東郷・祁答院コース 

２３年度  ２４年度 

4,266人  4,855人 

樋脇・入来コース 

２３年度  ２４年度 

 4,884人   5,832人 

いずれのコースも、前年

度を上回った。 

⑥ 市有地宅地238.92㎡を

10月22日入札予定 

⑦ 4月20日各学校・学 
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園・児童クラブを訪問 

し、意見交換会を実地 

  

⑶ 安全安心な地域づくり 

 

 

 

 

 

 

 

① 職員による定期的な地域安全パト

ロ－ルの実施（毎週水曜日） 

② 青パトとの連携による防犯活動の

啓発（母の会との連携） 

 

③ 既存住宅改修補助金の啓発 

 

④ 県道改良推進要望の、本庁・県・ 

 地区コミ一体となった取り組みの 

 促進 

○

 

○

 

 

○

 

△

① 青パト車による管内巡

視を20回実施 

② 毎月１回「母の会」と

の連携による啓発 

６回実施 

③ ９月末で、管内９業者

より申請あり 

④ 下手山田帖佐線改良 

 工事 

160ｍ完了 190m 

９月発注 

  

スピ－ディで質の高

いサ－ビスの提供 

【市民生活課】 

【産業建設課】 

 

 

⑴ 本庁及び各課の情報の共有化 ① 黒木・藺牟田出張所廃止に伴う戸 

 籍関係書類等の申請に伴う先進地

研修(西方・湯田地区コミ) 

② 市民相談室のテレビ会議システム

の活用による課題の早期解決 

③ Ｈ２５からの産業建設課本庁集約

に対する農政担当職員の残留要望 

④ Ｈ２５支所廃止に伴う市民生活課

業務見直し及び道路維持補修班の

監督体制の確認 

○

 

 

○

 

×

 

×

① 5月 11日2地区コミ 

の先進地研修 

    ５名参加 

② 5月 29日操作説明会 

 消費生活相談１件 

③ H25 年度以降となるも

ので見直し協議無し 

④ 上記と同様 

  

⑵ 職員の意識改革・資質向上 ① 職員異動転入者及び新規嘱託員の

管内主要施設の訪問及び研修 

② サービス・マナーアップ職場研修

会への参加   

③男女共同参画の推進 

④自主研修会への参加        

○

 

 

×

 

×

① 4月 13日転入者３名と

支所長及び各課長を含

めての施設の見学実施 

② については、下半期で

参加予定 

③ 上記と同様 
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⑤ ボランティア活動への参加 

  毎月１回支所周辺の清掃の実施 

⑥ 食生活改善推進員による職員への

減塩運動の推進と試食の実施 

⑦ 支所廃止に伴う文書整理(特に産

業建設課本庁持ち込み分の整理) 

×

△

 

 

○

 

 

×

④ 上記と同様  

⑤ 原則毎月第３水曜日に

支所周辺の塵拾いと清

掃作業実施 

⑥ 定期健康診断結果報告

会と併せて９月２４日

実地 42名参加 

⑦ H25年度以降となるも 

ので見直し協議無し 

観光の推進 

【産業建設課】 

【市民生活課】 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 各種イベントへの観光客誘致 

及び職員の積極的な参加(藺牟 

田池公園における３イベント 

開催) 

① いむた池納涼花火大会開催 

   ８月 ７日（火）毎年同日 

② いむた池外輪山七峰登山大会開催 

  １１月２５日（日） 

 

③ いむた池梅マラソン大会開催 

   ２月２４日（日） 

④ H25 からの支所再編に伴う地域イ

ベント支援体制に係る本庁協議 

○

 

△

 

 

×

 

×

① 8月 7日実施 観客 

約7,000人 

② 9月募集開始 

参加者募集締切日 

10月29日まで 

③ 下半期で開催 

 

④ H25年度以降となるも 

ので見直し協議無し 

  

⑵ いむた池愛好会活動支援 

    （会員２５名） 

 

① 藺牟田池の原風景を後世に 

 残すための各種取組の支援 

・ビオトープの管理委託 

・課題点の研修会開催 

・水車周辺の花いっぱい運動 

・トンボ観察会及びボランティア清

掃作業 

・いむた池愛好会ブログ更新支援 

② いむた池愛好会事務局の見直し 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ビオトープ管理、水車 

周辺の花いっぱい運動、

トンボ観察、愛好会のブ

ログ更新いずれも、いむ

た池愛好会を中心とし 

た活動がなされ、支所と

しても支援を図った。 

 ・第１回いむた池ベッコ

ウトンボ観察会とボラ 

ンティアクリーン作戦

５５名 
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○

 

・第２回いむた池動植物

観察会とボランティア 

クリーン作戦      

８０名 

② アクアイム水族館に事 

務局を設置 

⑶ 藺牟田池県立自然公園の自然環

境保全の推進 

 

 

 

①  外来魚の釣り人へのマナーアッ

プ啓発 

②  自然保護推進員、公園管理人と

の連携強化 

③  公園内及び周辺道路の桜が１５

０本以上てんぐ巣病にかかって

いるため防除対策の推進 

④ 公的機関への外部委託による環境

調査の支援 

○

 

 

 

○

 

 

 

 

△

 

○

① アクアイムでの外来魚

買取り(9月末) 

 ・ブルーギル 12,244匹 

 ・ブラックバス   46匹 

② 業務報告書で課題・問

題点が発生した場合は、

その都度現地に出向き

情報共有化を図ってい

る。 

③ 冬場(2月～3月)に防除

対策を実施予定。 

④ 環境問題(ジュンサイ 

の激減対策)について

は、国立環境研究所より

講師１０名の派遣によ

り地元との意見交換会

が実施され、今後のとり

まとめが行われる。 
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⑷ グリーン・ツーリズムの

推進及び受入農家の拡大 

   （２７戸加入） 

①  グリーン・ツーリズム受入 

 年６回の中・高校生受入の実施 

② 今後の運営については、更に市と

地域ブロックがより連携して運営

を行っていく。 

△

 

 

 

 

 

 

 

○

① 第1回 4/25～26日 

吹田市立第 3 中学校 35

名 

第2回 5/16～17日 

岡山市立京山中学校 33

名 

第3回6/2～3日 

加古川中学校  35名

② 協議会の開催 

 総会 4/17 

  役員会 6/12 

・地域ブロック会議 

 4/19・ 5/16・ 5/24・ 9/7

４回開催 

  

農林畜産業の振興 

【産業建設課】 

⑴ 県営中山間地域総合整備事業 

による農業生産基盤及び農村 

環境基盤整備の推進 

 （Ｈ１９～総額１０億円）   

① 農業用排水施設の整備 

 

 

 

 

② 農道改良事業の推進 

 

○

 

 

 

 

○

① 下原口用水路改修工事

（L＝194m） 

     ９月発注済 

  中島川堰外２堰 

     ９月発注済 

② 松元農道改良工事 

（L＝524m） 

     ９月発注済 

  

⑵ 有害鳥獣対策の推進 

 シカ・イノシシを重点に実施 

 

① 鳥獣被害対策実践活動促進事業 

 による防護柵の設置 

  ２ケ所 

△ ① 黒木地区・大村地区各1

箇所設置予定     

(11月以降) 

  

⑶ 新規特産品の販売の支援 

 

 

① 世界一郷水車の売店にて新規特産

品の販売及び活性化策支援 

(竜仙郷活性化委員会) 

△ ① ９月内部改装を実施

し、11月より特産品販

売予定 

  

祁答院教育課との連

携 

祁答院教育課との連携を図りながら、健康で美しいまちづくり・青少年が健全で、生涯学習に積極的なまちづくり等を支援していきます。 
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⑦年度中間総括 

 

・各支所テレビ会議システムが設置され、市民の相談に速やかに対応する目的で運用されたが相談件数は１件のみであった。今後運用に関して

市民相談のみに限らず、本庁・支所関係課を含めて利用が図られるよう推進を図る必要がある。 

・黒木地区コミュニティ協議会においては、平成２３年度鹿児島県共生・協働の農村づくり運動表彰(農村集落部門)を５月２８日受賞されたこ

とは、本地域の活性化に更なる期待をもたれるものである。 

・節電対策として緑のカーテンを支所内の３箇所に設置し節電を図った。なお黒木地区の木場自治会については計画停電地域となったが、大き

な混乱は無かった。 

・観光面については、ダイドードリンコ支援(日本の祭り)に藺牟田麓地区の田の神戻しが収録され、テレビに放映されるなど本地域の PR に一

躍担っていただいたところである。 

・各種イベントにおいてはロード51主催による第８回ほうずき市の開催については、前年度と同様盛況であった。 

また第39回いむた池納涼花火大会においては、スポンサーのご支援をいただきながら盛大に開催出来た。 

・地区民生委員・主任児童委員と各地区コミ団体との情報交換会を開催し、昨今の学校のいじめ対策及び安心・安全対策等について話し合いを

行い意見統一を図った。 

・藺牟田池県立自然公園においては、動・植物観察会とボランティアクリーン作戦を２回開催したが、いずれもトヨタアクアソーシャルフェス

事務局より経費の支援を頂き、藺牟田池に生息する貴重な動植物の生態を県内外の参加者に紹介が出来た。 

・まちづくり懇話会については、２年に1回の割合で開催されるが本年度９月１４日に開催され、各地区コミより参加者を募り地区の課題及び

意見交換会を実地したが、一部の意見として自由意見が言える時間をもっとほしいとの声も聞かれたので今後検討を行いたい。 

・市民が待望されていた個別受信機の設置については、９月末で約60％となっており１０月末で終了予定。今後の地区コミ及び自治会での放送

の有効利用が図られるところである 

・黒木診療所においては、９月末に祁答院診療所新井医師より閉鎖届出書が提出され、１２月末で閉鎖予定となっており、今後地区コミとの協

議を必要としている。 

 

⑨年度末総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


